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1　 問題の 所在

　近年の学力調査 の結果か ら，我が国の 理科教育
で は，生徒の科学的な思考力 ・表現力を育成する

上 で ，科学概念や法則を基に 考え，活用する力 の

育成が求め られて い る。とりわけ，実験 ・観察活

動を始め と して，既習の科学概念を基 に 生徒に考

察させ る学習過程が重要視 されて い る。 しか し，

科学的現象を考察する上で ，実験 ・観察活動がす
べ て適 して い るとは限らない 。例えば，「化学結

合」 の 単元 は ，定量的に科学概念の妥当性を確認

した り，「化学結合」 の科学概念 に 基 づ い て 考察

した りする実験教材が ほ とん ど扱われ て い ない 。
したが っ て，理科の 学習単元 に よっ て は従来 の 実

験 ・観察活動に代わ っ て，生徒の既有知識 の 体系

化を図り，生徒に 知識を活用 させ る こ とを 目指 し

た指導方略の検討が必要で あるとい える。

2　 目的

　本研究の 目的は ，
生徒の 既有知識の活用を促す

ため，既有知識の 体系化を目的と した概 念統合の

指導方略を，「化学結合」 の 単元 を事例と して提

案する こ とで ある。
3　理科教育に おける概念統合

　 「概念統合 （Conceptual　Integration）」 とは ，

学習者が科 目を横断して ，自身の 認知構造に存在

する既有概念を ，

一
貫性を伴 うよ うな方法 で精緻

化させ る こ とで ある D。 こ の 概念統合の 考え は，

学習者の 既有概念 A お よび B を統合化 し，新た

な意味をもっ 概念 C を生産する （A ＋B → C）とい

う概念変容 （Conceptual　Change）過程の
一

つ で

あるとい える。従来行われてきた概 念統合を促進

するための 指導方略 としては，複数の科学概念間

に存在する階層的構造を，概念地図を用い て学習

者に認識させ る方法等があ る。しか し，生徒が知

識を活用する際に，そ の 階層的構造を適切に発見

し，解釈 し，そ して活用 で きるとは限らない
。 し

たがっ て ，この ような状況下 で は，生徒が既有知

識を活用する際に用 い る思考の 枠組 み を教師が

示し，それ に基 づ い て 生徒が自らの 考えを表出す

るよ うな活動が必要 と考える 。

4　 「化学結合」 の 単元における概念統合

　 「化学結合」 の ミス コ ン セ プ シ ョ ン に関する文

献調査 か ら， 生徒が 「極陸」 とい う 「化学結合」

の 陸質を，「化学結合」の
一

つ である 「共有結合」

の 性質 として 認識 して い る こ とが確認で きた。
「化学結合」 は 「粒子間に働く電気的な引力」 で

あ り，こ の 視点の 欠如は化学結合の電気的睦質に

関わる 「極性」概念 の 不十分な理解によるもの で

ある 。 そ こ で ，
「化学結合」 と 「極性」 との概念

統合を促進す る こ とは ，
「化学結合」 の ミス コ ン

セ プ シ ョ ン を解消す るとともに
， 物質の科学的性

質を 「化学結合」 の 観点か ら考察で きる生徒を育

成す る
一
助となる。

5　 既有知識の活用 を促す概念統合の ため の 指

導方略

　本研 究におけ る概念統合を促進するた めの 指

導方略を，教授学的側面および認知科学的側面か

ら述 べ る 。

　第
一

に ， 生徒に知識 の 活用の際に用い る思考の

枠組 み を与え る こ とで ある。具体的に は ，「核と

な る考え」 （「化学結合」 は 「極陸」 によっ て 生 じ

る 「粒子間に働 く電気的な引力」 で ある），「過程

に関する考え」 （結合力が粒子間の 分極の度合い

と距離に依存す る），「結果に関する考え」 （物質

中 の 化学結合の 開裂と生成が起こ る）に基づ い て ，

生徒に 自身の 考えを表現させ る。

　第二 に
，

生徒に 自身の考えを表現させ る際に ，

科学的な用語や論述 を用 い る こ とを問わず，自由

記述 させ る。従来，言語活動 の 充実に伴 い ，生徒

に科学的な用語 に基 づ い て吟味させ ，科学的な論

述 を用 い て表現 させ る学習活動が展開されて い

る 。 しか し， 統合化 された概念を効果的に生徒が

自身の認知構造に取 り入れ吟味する際には，生徒

が 自分な りの 考えや 方法 で 行 うこ と が科学的な

用語を用 い る こ とよ りも有効で あ り，生徒に 自身

の 考えを自分なりに表現させた後に，科学的な用

語 や論述 の 様式に修正 させ る作業を行 うよ うに

指導する。

　本発表で は，実際の授業展開や具体的な学習活

動につ い て述べ る。
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